
　2018 年 6月 18日に発生した「大ଚਿਨ部を൜౺とする地൜」で、
૩を受けられた様に心よりお見いணし上げます。

　全国各地で大きな地൜がᄄ෬にକこっています。リスクマॿ४ও
ントを本業とする立場としましては、お客様とともにリスクに何
に備えるかについては、ଞにき合う大きな課題です。
　地൜大国であることへの認識欠は、個々の防಼に関する知識と
準備不足、そして何よりもઌのセーフॸॕーॿॵトである地ୠコ
ミュニॸॕが近年ൌුになっている事にもれているのではないで
しょうか。人と人とのᇽがりが、リスクを最小にとどめるのだと
思います。
　人生 100 年時代を生きるためにどのような備えが必要なのか、
日本が世ੀに༵る社会保障制度も、それをଓする民間の保険商品
もまだその௦えにたどりାいていません。
　�0歳生ோ率は男性で �人に 1人、女性で 2人に 1人となって今
や先ਤ医療が身近なものになり、ቅや脳疾患、心ට疾患での生ோ率
は大்に改ఒされています。こうなるとዎ介なのは介護リスクであ
り、中でも認知症は 2025 年には高齢者の 5人に 1人が患する
と計されています。

ライフフज़ースサポートでは、今年 �月から一般社੮法人老後༓
ੈ会とુ催で、認知症予防セミナーを始めました。生活総合੫業
として少しでも社会問題解決の一助になればと考えています。

　また、最近の )3相談で目立ってੜえてきたのは不動産関৴のご
相談です。少子超高齢化による社会変化によって、使用しない不動
産を保有することへの意識の変化もあり、空き家問題が深刻になっ
ていることも想されます。一方、65歳でリタイアし、その後 30
年近く賃貸住宅に住み続けることにも経ੋ的不安が残ります。そこ
で、要と供ஔのバランスを調ତするおু伝いをしたいとの思いか
ら、「不動産事業部」をਝしました。不動産と保険のਮ性は今
後より一ಽ深まるものと思われます。
　ౄৰした人生をよりよく生きるために必要なことは、社会とのᇽ
がりです。家族との対話、௵人とのઐ、場でのコミュニケーショ
ンに加えて、各家൦に一人のライフプランアドバイザーを持たれる
ことをお൭めします。掛かりつけとして　何かあったら相談できる
௧家は、とんとした世の中にྩりをともすおু伝いが出来ると
નਦしています。一คに課題を解決してまいりましょう。
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ௌ௮಼૩জ५ॡق安৸ଦൟଝਜكषの備え
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੫業には、労働者が健康で安全に働くことができるよ
う配ൟしなければならない「安全配ൟଝਜ」があり、
労働ీ約法で明ધ化されています。
జはケफ़や死亡などが主体であった労働಼૩が、近
年ではૌ重労働、うつ病発症、ঁラスওントなどເଞ
的労働環境を原因とするケースがੜえており、会社を
相ুにした労働ଟਖ਼や୪යがੜしています。
その多くで、会社が労働者の生命・健康をஹるための
「安全配ൟଝਜ」そして「使用者ிભ」を問われ、ਖ਼
例として多額の૩๖டをされることも少なくあ
りません。
しかも、このような問題は会社のਦ用問題にも関わる
ことで、取ਬ先との取ਬૃ等、たった 1件の労働
಼૩で会社が経機に୯い込まれることもあるので
す。
「安全配ൟଝਜ」はあくまでも「ଝਜ」ですので結果
ிભではありません。何らかの労働಼૩が生गたとし
ても、防ૃ策をगていれば安全配ൟଝਜୀખに基づ
く૩๖ிભはඊれますが、ଇਖ਼になった場合には、
その防ૃ策についてడしくਖ਼されるのがৢ例です。

昨年 11月、大ଚड़フॕスでుญ養護ਝ「ਣᅟ」のイベント「
ਣまつり」に参加した時に、ৰ家のඍけ先のような者たठに出会
えた事を思い出し業をしました。
「ਣまつり」会場には地ୠやૣක関બなど約 20のોが出され
ていましたが、その中で深くഀに残ったのが「ਣᅟ」ྲྀཊਝの
෮業生が運する「たこせんべい」のおです。
のおとは౮なり、そこは 20歳後の者だけで運されていま
した。最ੂは数で႞しく業していましたが、ဉ々に෮業生がૐまっ
てきてプॳษ会のようになり、みな൚౿で௫しそうに働き、おを
ాり上げていました。その様子に、今までৰがわきにくかったたৰ
家を受け取る者に接したような気気持ठになり、それझれが各々
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さらに、今後もਥਹଝਜ௴の及による๖意識の高๐、法制度の変ಌ
による๖ிભのడત化や૩額の高額化など、労働಼૩リスクを身近な
問題とኇえ๖ிભに備えることが੫業のె続的発னに欠かせないと考え
られます。

リスク回避について、弊社担当とお話をされてはいかがでしょうか。

ௌ௮ঢ়બ事੯の新ਭ੯ਯの
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本社にてৰ家のᔳෆ業に参加して、成品までのૌ程を
経ୡし、ടれなどを想したᔳෆ物の配઼や方、物品の
一つ一つに込められた意や受け取った人がどうगるかな
どまで配ൟしていることを知るなど、大変多くの気づきと৾
びがありました。

ਁஇଃ੮১人ँいでँるの「実ੇ」ຢ൵めランॸॕ॔を৬ୡखऽखた

ながらの業をৢगてৰすることができました。
எたठがඍけ先の子どもに直接会うことはないと思いますが、
業にわれたことで会ったことのない人とでもつながりを
持つことができるし、お൩いに支えられていることがあるこ
とも知る機会になりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　൘�ஞ生

の環境でೃ命に
ථらしているが、
やはり人とのつ
ながりが、とて
も大જであるこ
とをगる機会
でした。

また、人とつな
がりを持つこと
の大જさ、自分
を支えてくれて
いる環境などに
ついても 11月
に出会った者
たठを思い出し



今一度、保険を考える
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生涯にわたって安心できるライフプラン実現のために

サラリーマン世帯を例にしていますので、厚生年金部分が無い
個人事業主（国民年金）の方は、さらに準備が必要です。また
中高齢寡婦加算もありませんので準備が必要な金額はサラリー
マン世帯に比べてずっと多くなります。

最近はほとんどの保険会社で「収入保障保険」という保険が発
売されています。万が一の時、何千万円という保険金が一度に
もらえる保険ではなく、月々数万～数十万という保障が受けら
れます。天国のご主人に代わって保険会社が、残されたご家族
のもとに毎月お金を振込んでくれます。

人生100年時代の介護と備えについて
人生100年時代と言われる昨今ですが、健康寿命は平均
寿命程の延びはなく、多くの人が何らかのサポートを
受けながら生活をすることになります。その結果、介
護費用の個人負担が老後の家計に及ぼす影響は大きく
なります。
誰もが、配偶者やお子様など身内にはなるべく負担を
掛けたくないとの思いで、介護目的のための預金や民
間の介護保険を活用するなどの備えをしています。

超高齢化によって介護保険の総費用は、2015年に10兆
円を超え、わずか10年後の2025年には倍の20兆円に
なると予想されています。これに伴い2000年から始
まった介護保険制度では、スタート時に全国平均3,000
円弱であった保険料が、現在では平均約5,500円とな
り、2025年には8,000円を超えることが予想されてい
ます。
さらに介護を受ける際の自己負担割合1割が、年収の高
い人は2割負担となり、2018年の8月から改正により3
割負担になる人も出てきます。

新規事業のご案内「不動産事業」

これまでは、「マイホームは一生一度の買い物」と言われ、生涯で一二を
争うほどの大きなイベントでした。しかし、これからは結婚・子育て・子
供の独立・老後生活など、家族（世帯）のライフスタイルの変化に合わせて、
住環境を変えていく時代になったといえるでしょう。

また、超高齢化や人口減少により、空き家問題・相続問題はより深刻化し
ていくものと思われます。加えて年金制度への不安より、老後資金準備は
避けられない状況であることから、ライフプラン上、資金計画で大きなウェ
イトを占める住宅に関する対策は不可欠なものとなります。
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医療保険やがん保険など病気になった時
に役立つ保険のことがコマーシャルなど
では多く見られますが、今回は生計を支
える主たる人（例：夫）が死亡したとき
に、残された家族に役立つ保険の話です。
国からの保障は「遺族年金」という形で
受けられます。万が一の時にもらえる有
難いお金ではありますが、長寿社会を生
きる中、受け取る立場で考えると十分な
額とはならないようです。それに備えら
れるのが生命保険です。
一般のサラリーマン世帯を例にしてみる
と右記の図のように年金を受け取れます。
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このような保険は月にいくら必要なのかで保険金が決めやすく、
さらに保険料も割安です。
まずは、月々いくら必要なのかを当社のライフプランアドバイ
ザーと考えてみてはいかがでしょうか。

◇　不動産の売却案件
　　・　土地（宅地、商業地、工場用地等、農地・山林は除く）
　　・　建物（住宅、ビル、工場等）
◇　不動産の購入案件
　　・　土地（宅地、商業地、工場用地等、農地・山林は除く）

・　建物（住宅、ビル、工場等）
◇　不動産の賃貸仲介および情報の提供など
　　・　アパート・マンション・借家等、建物の賃貸仲介など
◇　不動産各種相談
　　・　購入、相続、譲渡、処分など不動産に関わる各種相談

弊社では、ライフプランニングに基づく住宅資金計画
はもとより、お客様が現在抱えているまたは今後必要
となる住宅問題に対して、解決のご支援ができるよう
に不動産事業を開始いたしました。
住宅に関するご相談（売買・賃貸等）がございましたら、
担当ライフプランアドバイザーへお声がけください。

介護費用への準備と合わせて介護状態にならない為の予防も早くから
スタートすることを心掛けましょう。
介護になる理由としては、明らかなもので脳血管疾患や認知症が上げ
られます。日頃からの生活習慣病への備えや、認知症予防に効果的と
言われている脳の神経細胞の活性化を図るための運動や、人とのコ
ミュニケーションや知的活動、減塩などを意識した食事なども認知症
予防になると言われています。

女性は男性に比べて関節疾患や転倒による骨折で要介護状態になる率
が高いので、骨密度を低下させない食事療法として、乳製品や小魚な
どのカルシウム、サケや卵などビタミンＤ、納豆・ホウレン草・キャ
ベツなどのビタミンＫなど、骨の形成に役立つ栄養素を積極的に摂り、
合わせて高齢になった時に小食になるとタンパク質の摂取量不足が骨
密度低下を助長しますので、将来的にも意識してたんぱく質も摂取し
たいものです。

お金や保険での備え、運動や食事などの生活習慣の見直し、コミュニ
ケーションなどの社会と接点を持つことなど、考えればきりがありま
せんので、先ずは今できることから始めることが重要です。

全３回のプログラムで「認知症予防」のためのセミナーを開催いたしました。
超高齢社会である日本では、認知症を始めとする介護問題が大きな課題ですが、その解
決の一つとして「脳」の機能に注目して、認知症に対する予防と対策をお伝えいたしま
した。全3回の概要をご紹介します。

認知症予防セミナーを開催

脳を活性化する考え方…考え方(脳の使い方)次第で脳を活性化するこ
とができる、どのような思考をすると良いのか？

脳を活性化する方法…脳の衰えが認知症の一因になるとも言われて
おり、脳機能を高めるための具体的な方法について解説。

脳機能を高める食べ物・運動…老化予防のための食品は「抗酸化・抗硬
化・抗糖化」の3抗を意識する。脳トレーニングの方法、をご紹介。

第1回

第2回

第3回

不足分

必要な生活費

国からの保障

生命保険で賄う
収入保障保険
(月額○○万円の死亡保障)

セミナーへのご参加や内容詳細については、弊社までお問い合わせ下さい。

65歳以上の要介護者等の性別にみた介護が必要となった主な原因

資料：厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成25年）




